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大 会 発 表 要 旨1998.11.7-8 『デザイ ン理論』38/1999

家庭電化製 品の リサイクル と環境保護 の現状

小山格平/京 都市立芸術大学

第2次 大戦後,家 庭電化製品の普及はめざ

ましいものがありました。家電品を所有する

ことが,文 化的生活への第一歩であり,ス テ

イタスでもあった様です。一般 に家電品の耐

用年数は,8～10年 ぐらいで しょうか?昭

和40年 代になってから電気製品も買い替え需

要期に入 り,い らなくなった家電品が処分さ

れる様になってきました。その中でも大形家

電 と言われる冷蔵庫,洗 濯機,テ レビ,ク ー

ラー,等 は粗大 ゴミとして扱われてきたので

す。初期の頃は機能する物であれば,そ のま

ま リサイクル(再 利用)さ れましたが,経 済

的に豊かになってしまってか らは,汚 い,ダ

サい,と ゆうこともありほとんど再利用され

ることもな くなりました。 しか し,世 の中捨

てる神あれば拾 う神あり,今 日,中 古テレビ

の7割 近 くが,日 本ではないアジアの国々で

再利用されています。以前は,新 しい冷蔵庫

を購入すれば,古 い物は販売店が引き取 って

くれました。 しかし,何 十万台,何 百万台,

と生産 してゆけば,い ずれこれ らの粗大ゴミ

の行 き先にも大きな問題が待ち受けている事

に誰 も気がっかなかった(先 行きを,憂 いて

いた人達 もいたと思いますが,極 めて小数派

であったことは確かでしょう。)の で しょう

か?現 状の経済成長と,一 貫 しての生産第

一主義のなかでこの問題は忘れ去 られてきま

した。何処かの埋め立て地の地中深 く今 も眠っ

ている,ほ ぼ原形のままの冷蔵庫や洗濯機が

あるかも,い やきっとあるに違い有りません。

これらを,我 々の子孫が掘 り返 しときに,化

石(?)に なったテレビが出て くるか もしれ

ません。大量に生産 された 「モノ」がその機

能を終 える時,当 然 なが らそれ らは大量 の

「ゴミ」になります。ゴ ミとして終わ るか,

資源 として再利用するかは,も はや選択の余

地はありません。用済の家電品が自分の家か

ら消えて も,ゴ ミを処理 した事になりません。

ゴミというものは,も との姿を留めていよう

がいまいが,大 きくなろうが小 さくなろうが,

何処かに移動 しただけで,地 球上か ら消えて

なくなることはないのです。自分の視界から

消えても,何 らかの形で存在 しているのです。

この存在が,じ わ じわと我々の生活を脅かし

てきているのです。そこで,不 用,使 用済家

電品の再資源化を計るため家電 リサイクル法

という法律が2001年4月 より施行されます。

これは,メ ーカーが使用済家電品を回収 し再

資源化を計るもので,そ して,こ の回収にか

かる費用を使用者が負担 しなければなりませ

ん。 これは,消 費者の意識改革(モ ノを買 う

にはお金が必要,モ ノを捨てるにもお金が必

要だと言 うこと)と,メ ーカーに商品開発や

企業戦略の転換を迫るものです。これまでメー

カーは,製 品を工場で作 り,こ れを使用者の

もとに届けるまでのコス トを考えればよかっ

たのですが,こ れからは,そ の逆のルー トっ

まり使用者から製品を引き取り,こ れを リサ

イクル工場に運び再資源化 しなければなりま

せん。それらに関わるコストを商品にオ ンし

なければならなくなります。つまり,リ サイ

クルに係 るコス トをいかに押さえて,ト ータ

ルコストの上昇を押さえることが,企 業の競

争力になります。 これは,設 計,製 造段階で

リサイクルということをどう製品開発に盛り

込むかと言 うことです。各メーカーは,今,
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リサイクル実験工場で使用済の家電品を分解,

資源化の実験を行いなが ら,設 計,製 造にい

かにフィー ドバ ックするかを研究 しています。

もちろん,プ ロダクトデザインも今までどう

りというわけにはいきません。いやむ しろ,

このような事を考えることがプロダク トデザ

イン本来の姿なのです。そこで,素 材の統一,

部品の共通化,分 解容易な形状等が重要にな

ります。その素材の中で一番Q厄 介な物がプ

ラスチックです。プラスチックの再生,再 利

用を考えることが,設 計,デ ザインの重要な

ポイントになるで しょう。デザイン・商品開

発→製造→流通→使用者,の 流れに新たに,

使用者→ リサイクル流通→分解 ・資源化,と

言 う流れが加わり,こ の流れが製造へとっな

がっそいかなければなりません。いわゆる,

消費型社会から循環型社会へと変わって行か

なければなりません。今,こ の循環型社会シ

ステムに,デ ザインの立場でいかに取 り組む

かが,大 きな課題と言えます。
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